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進捗評価シート （様式１-１）

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　計画策定時の体制を維持し計画的な推進を図った。
  令和２年度より、文化財の保護に関する事務を教育委員会から市長部局へ移管し、文化財をまちづくりに活用することで地域
の活性化を促進することとした。

　本計画の推進体制は、本計画策定に主体的に係わる都市政策課と文化・スポーツ振興課を中心とし、各事業担当
課との連携を図りつつ、本計画の総合的かつ効果的な進行を図る。
　また、国や静岡県と協議し、助言や支援を得るとともに、掛川市歴史まちづくり協議会と協議し、計画の円滑な実施
や計画変更を推進していく。
　さらに、文化財所有者や関係団体と協議や調整を図りつつ、掛川市文化財保護審議会などへ報告し、助言を得て
いく。

計画の推進体制

項目

状況を示す写真や資料等

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

（計画書P.191）

掛川市歴史的風致維持向上計画 推進体制

掛川市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-1

項目

都市計画法との連携

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　用途地域の指定状況を踏まえた上で、適切な土地利用の誘導により、周辺環境との調和に努める。特に価値が高
いと判断された建造物群で、保存措置が必要な場合は、伝統的建造物群保存地区の制度の活用も検討していく。
「掛川城下地区」では、「掛川市城下町風街づくり地区計画」等により、引き続き歴史的風致と調和した良好な市街地
環境の形成を図っていく。

重点区域における良好な景観を形成する施策

状況を示す写真や資料等

　平成６年（1994年）決定の「城下町風街づくり地区計画」に基づき、掛川駅北地区における城下町風街づくりの推進及び健全な
都市景観の形成を図った。
　平成６年度から届出実績延べ68件（令和６年度届出実績１件)

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

進捗状況　※計画年次との対応

城下町風街づくり重点地区（大手門周辺） 城下町風街づくり重点地区（掛川城南側）

（計画書P.200～P.202）

掛川市－2



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

景観計画との連携

評価軸②-2
重点区域における良好な景観を形成する施策

　平成26年（2014）に指定した「遠州横須賀街道沿道景観形成重点地区」に基づき、建築行為に地区の特性に応じた規制誘導
を行った。平成26年度から延べ22件（令和６年度実績４件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

項目

　掛川市景観計画に基づき、市全域の景観形成の方針と行為の制限を行う。「横須賀城下地区」の一部で指定して
いる「遠州横須賀街道沿道景観形成重点地区」の効果を隣接地域にも波及しており、今後は、景観形成重点地区の
拡大についても検討する。

古民家を改修した店舗 景観に配慮した新築住宅と街並み

（計画書P.202～P.204）

掛川市－3



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸②-3
重点区域における良好な景観を形成する施策

状況を示す写真や資料等

項目

屋外広告物の制限

　屋外広告物条例の周知や屋外広告物の指導に努めるとともに、本市独自の屋外広告物条例の制定に向けて検
討を進める。

　「静岡県屋外広告物条例」に基づき、屋外広告物に対し規制誘導及び設置許可を行った（令和6年度 326件）。
　本市独自の屋外広告物条例は、県条例に基づく違反屋外広告物の指導を進めたうえで、制定に向けた検討を進める。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

「掛川城下地区」の規制区域 「横須賀城下地区」の規制区域

（計画書P.204～P.206）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致形成建造物の指定候補である掛川城太鼓櫓、掛川城大手門、大手門番所について、2025年3月17日付で景観重要
建造物に指定した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的街並み調査事業

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

平成29年度～令和8年度

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　市内各所に歴史的な建造物が残っているが、十分な整理がされていないため、建築様式や建築時期などの調査
を行い、掛川市景観計画に基づく景観重要建造物及び文化財への指定を推進する。

状況を示す写真や資料等

評価軸③-1

市単独事業

（計画書P.222）

掛川城太鼓櫓 大手門番所

歴史的風致形成建造物の指定候補（一部）

掛川城大手門

掛川市－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間 平成29年度～令和8年度

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的風致形成建造物の保全・活用事業

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業、街なみ環境整備事業）及び市単独事業

　　重点区域内に所在する歴史的建造物のうち、歴史的風致形成建造物の指定方針に基づき指定した建造物にお
いて、維持保全及び文化・観光資源としての活用を図るために、必要に応じて現況調査、補修などを行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和２年４月１日に、松ヶ岡(旧山﨑家住宅)を歴史的風致形成建造物に指定し、大規模修復工事を進めている。令和６年度
は、長屋門・米蔵の修復工事を進めた。令和６年度末までに長屋門の西側部分が完成、米蔵は解体調査と木部の繕いまで進
めた。
　また、令和３年３月２４日に歴史的風致形成建造物に指定した掛川城天守閣、石垣については、漆喰壁、土塀等の修復工事
を令和５年から開始し、令和６年に完成した。
〈修復進捗率〉　掛川城：100％、松ヶ岡：50％

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

（計画書P.223）

①西側が完成した松ヶ岡長屋門

②壁の解体調査が進む松ヶ岡米蔵

③漆喰塀修復完成写真

④土塀修復完成写真

掛川市－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間 平成29年度～令和8年度

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　令和２年度から進めている大規模修復工事について、令和６年度は、長屋門・米蔵の修復工事を進めた。また、主屋の修理工
事報告書を刊行した。
　一般社団法人日本庭園協会、市民ボランティアの協力を得て、庭園の灯篭積み直し、園路の補修を行った。
　松ヶ岡の建物や歴史、地域発展に寄与した山﨑家の功績等の周知のため、毎月第４土曜日の一般公開や団体見学受付を行
い、松ヶ岡の文化的価値を発信することに寄与した。修復工事体験会を開催し、文化財建造物の修復を実際に体験していただ
く機会を創出した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　修復費用は寄附金で賄うため、引き続き周知・啓発を進め、寄附金を募っていく。

状況を示す写真や資料等

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

松ヶ岡（旧山﨑家住宅）保存修理・活用事業

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業、街なみ環境整備事業）及び市単独事業

　掛川藩御用達を勤めた豪商山﨑家の住宅（松ヶ岡）の修復を行う。また、重要文化財指定を目指すとともに、地域
の発展を伝える施設等として活用していく

（計画書P.224）

一般公開の様子

園路補修の様子 団体見学（大学生）の様子

修復工事体験会（長屋門壁土塗り体験）

の様子

掛川市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

項目

横須賀城跡復元・活用事業

平成21年度～令和8年度

史跡等購入費国庫補助金、静岡県文化財保存費補助金

　現在は史跡指定地内の公有化を主に進めているが、未整備の部分については整備基本計画に基づき、発掘調査
を行い、基本設計、実施設計を作成した後、整備を進めていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　
　令和5、6年度の2ヶ年で、史跡横須賀城跡の保存管理、活用、整備、運営・体制の基本的な方向性を定めた「史跡横須賀城跡
保存活用計画」を策定した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和６年度に策定した保存活用計画を踏まえ、令和7年度以降は整備基本計画の策定を進
めつつ、整備内容、整備スケジュールを調整を行い計画的に事業を進める。

状況を示す写真や資料等

（計画書P.225）

史跡横須賀城跡保存活用計画で検討した整備内容検討図

掛川市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

高天神城跡復元・活用事業

平成10年度～令和8年度

国宝重要文化財等保存整備費補助金、静岡県文化財保存費補助金及び市単独事業

　基本整備計画に基づき、発掘調査終了部分については、基本設計、実施設計を作成した後、整備を進めていく。
それと並行して、未調査部分の発掘調査を実施していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和６年度は城跡内標柱の交換修理を行った。また令和4年度に制作したＡＲ（拡張現実）・ＶＲ（仮想現実）アプリや城跡内に
設置した案内看板を見学者の案内等で活用した。
　景観の確保、危険樹木の除却のため、本丸ゾーンの樹木を伐採した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-5

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　市内には高天神城跡の他に2つの史跡があり相当な時間と費用がかかることから、整備ス
ケジュールを調整し計画的に推進していく。

状況を示す写真や資料等

（計画書P.226）

三ケ月井戸標柱交換後

（計画書P.226）

「掛川三城見学ツアー」開催

高天神城跡伐採後（御前曲輪から東を望む）

掛川市－9



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

高天神六砦「中村砦」保存・活用事業

平成28年度～令和8年度

市単独事業

　中村砦敷地の一部を市が買収、残りの用地を寄附受領した。地域住民が中心となり竹等を伐採し、環境整備が始
まった。史跡として保存し、市と地域が協働により活用していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　地域住民が中心となって組織された、中村砦城山保全会による環境整備が平成29年度から行われている。令和5年度には中
村砦城山保全会と市の協働により、地元の小学生に歴史講座を開催した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

倒木、樹木の成長による周辺への障害が増加傾向にある。
地域ボランティアと連携した定期的な整備、剪定・伐採を行っていく。

状況を示す写真や資料等

（計画書P.227）

中村砦遠景

歴史講座

（計画書P.227）

中村砦遠景 草刈り後（南側）

歴史講座

掛川市－10



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

郷土芸能・伝統行事伝承事業

平成17年度～令和8年度

市単独事業

　貴重な郷土芸能や伝統行事の保存伝承のための維持管理と後継者指導養成研修などの事業費の一部を補助す
る。また、郷土芸能等の様子を留め、後世にもその姿を知ることができるよう、報告書を作成し記録として残す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和６年度は、コロナ禍も過ぎ、ほとんどの祭典が通常開催された。
　県指定無形民俗文化財それぞれの保存会に対して、保存伝承や後継者指導養成活動に対する事業費の一部を補助した。
　令和６年は、掛川大祭の年であり、獅子舞かんからまちが、松ヶ岡で披露された。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-7

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

（計画書P.228）

獅子舞かんからまち（松ヶ岡披露） 大東町八坂神社の祇園囃子と祭礼行事

（計画書P.228）

三社祭礼囃子 三熊野神社の地固め舞

掛川市－11



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　県指定の無形民俗文化財である「三社祭礼囃子」及び「三熊野神社の地固め舞と田遊び」の保存伝承のための維
持管理と後継者指導養成研修などの事業費の一部を補助する。また、江戸時代の祭りが色濃く継承されていると考
えられているが、文化財としての価値が一部明確になっていないため調査研究を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　静岡県指定無形民俗文化財である、「三社祭礼囃子」、「三熊野神社の地固め舞と田遊び」の保存会に対し、保存伝承と後継
者指導養成の為の事業費の一部を補助した。
　平成30年度に国の記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財に選択された「三熊野神社大祭の祢里行事」の民俗文化
財調査について、令和2年度から5年計画で、国県補助金を活用し実施した。
　令和６年度は調査委員会を開催し、補足調査を実施、令和７年３月２６日に調査報告書を刊行した。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

三熊野神社大祭調査研究事業

平成17年度～令和8年度

市単独事業、国宝重要文化財等保存・活用事業費補助金、静岡県文化財保存費補助金

（計画書P.229）

補足調査の様子 衣装写真撮影の様子

調査委員会の様子

刊行した調査報告書

掛川市－12



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

（計画書P.230）評価軸③－24参照：サイン・案内板設置事業

評価軸③-9

祭典伝承PR事業

平成29年度～令和8年度

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

市単独事業

　祭典等行事の説明板等を周囲の景観と調和するように設置し、伝統行事として理解を深めつつ、交流人口の増加
を目指す。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和３年度に策定した掛川駅北側から掛川城周辺の歴史・文化ゾーンにおける、「掛川城周辺地区公共サイン整備方針」に基
づき、令和3年度～令和5年度にかけて一部案内サインの整備を進めた（街なみ環境整備事業の事業期間は令和6年度まで）。
今後も引き続きサインと景観との調和及び安全性を維持するため、公共サインの定期点検を行うとともに老朽化等必要が出て
きた際には方針に基づいた整備を図っていく。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

祭典の交流人口の増加や重点地区から外部への誘導等について、公共サインも手法の一
つとして幅広く検討していく。

状況を示す写真や資料等

サイン基本方針
（抜粋：運用）

掛川市－13



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-10
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

葛布産業振興支援事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　葛布の需要開発の考察や葛の多方面での利用の調査・研究、葛布の理解を深め後継者の発掘につなげる体験
事業、安定的な原料供給と耕作放棄地での栽培等の研究・調査を行う。また、葛布の文化的価値や葛の利活用を
市内外に発信し、誘客や消費の拡大を図り後継者の発掘、育成や地域経済の活性化に繋げる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和２年度に設立した「葛利活用コンソーシアム」の活動として、葛布の魅力を発信するために賛同団体である多摩美術大学
の協力を得て、葛布壁紙を使用したキャンバスで学生に美術作品を制作してもらい、掛川中央図書館にて展示会を実施した。
併せて、葛布の外郭団体の作品と織元の製品の展示や葛布織機を展示するなど、内外に広く情報発信することができた。ま
た、葛布の魅力を直接感じてもらうために、葛の採取から織りまでを体験できるツアーを実施した。他にも、葛を利活用した葛の
名刺台紙を賛同団体へ販売しており、市役所においても職員向けに常時販売を行った。

（計画書P.231）

葛布織体験教室中央図書館で開催した展示会

（葛布アートギャラリー）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-11
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

茶手揉み技術伝承事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　手作業でしかわからない、茶の手揉みによる良質な荒茶製造技術を伝える。また、地元の幼稚園や小学校の生徒
たちに茶摘み体験や手揉み体験の機会を設け、市を代表する伝統産業である茶への理解を深める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　市内小学校を中心に、茶の手揉み技術伝承と茶について学習会を行い、継続的に子どもの茶への関心と理解を深めている。
令和２年から令和４年まで新型コロナウイルス感染拡大防止のため、体験などは中止していたが、令和５年度から市内小学校
やイベントなどにおいて手揉み体験や実演などを実施している。
　そのほか、講習会や競技会、品評会出品茶の製造等を行い、手揉技術の研鑽を図っている。

（計画書P.232）

茶の手揉み体験・実演（掛川城大茶会）

掛川茶手揉保存会

実施日 内　容 出席者

令和6年11月9･10日 掛川城大茶会・手揉み体験・実演 保存会10名

令和6年11月19日 掛川市立中央小学校手揉み体験 生徒89名、保存会8名

令和6年11月21日 掛川市立第二小学校手揉み体験 生徒53名、保存会6名

令和6年11月23日 掛川農業祭 手揉み体験・実演 保存会8名

令和6年12月4日 掛川市立原田小学校手揉み体験 生徒10名、保存会1名

令和7年1月16日 掛川市立曽我小学校手揉み体験 生徒29名、保存会3名

令和５年 手揉み体験 市内５小学校

令和４年

令和３年

令和２年

新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、手揉技術実演の活動は中止

令和元年 手揉技術実演 掛川市内小学校11校

大城手揉み保存会（後継者養成事業）

実施日 内　容 出席者

令和6年3月25日 ハウス新茶手揉み 5　名

令和6年4月18日 生葉集荷・蒸葉製造 5　名

令和6年11月8日 標準揉み研修会 5　名

令和6年11月28日 大坂小学校３年生茶手もみ体験 5　名

令和7年1月10日 新年初揉み 4　名

令和５年度
高天神新茶手揉み、研修会

小学校手もみ体験
計１８名

令和４年

令和３年

令和２年

新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため、お茶の手揉体験教室は中止

令和元年 高天神新茶手揉み 10名

高天神例大祭新茶祭り手揉み実演 ５名

お茶の手揉み体験教室 小学校３校143名

茶の手揉み体験・実演（掛川城大茶会）

（葛布アートギャラリー）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

平成22年度～令和8年度

市単独事業

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成22年から始まった「掛川茶マイスター」認定制度は、現在79名が認定され、37店舗でマイスターが淹れたお茶を飲むこと
ができる。平成29年度から平成30年度にかけてスタンプラリーを実施した。（令和６年度は認定実績なし）

進捗状況　※計画年次との対応

　お茶の知識や掛川のお茶に深く精通し、掛川茶を美味しく淹れることができるスペシャリストを「掛川茶マイスター」
に、その人が携わる店舗を「おいしい掛川茶が飲める店」に認定する。さらに、美味しい掛川茶マップの作成、美味し
い掛川茶が飲める店スタンプラリーなどを実施する。

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

掛川茶マイスター認定制度推進事業

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

マイスターが入れたお茶を飲むことのできる店舗の紹介は、ホームページで継続的に実施し
ているが、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、新規認定を行えていない。令和５年度に
改めて「おいしい掛川茶が飲めるお店」としての登録継続の意向を調査した。今後は調査結
果をもとに認定方法など制度の見直しを検討していく。

状況を示す写真や資料等

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

茶の手揉み体験・実演（掛川城大茶会）茶の手揉み体験・実演（掛川城大茶会）

（計画書P.233）

掛川茶マイスターが淹れる掛川茶が飲める店ＭＡＰ
（掛川茶商協同組合ＨＰ）

http://www.kakegawa-cha.com/meister.html
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重要文化的景観の調査研究事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　世界農業遺産認定地域を対象に、文部科学省が所管する重要文化的景観の選定に向けた調査研究を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　静岡県文化的景観総合調査事業が静岡県事業として令和２～４年度かけて実施され、令和4年度には『静岡県の文化的景観
総合調査報告書』が刊行された。令和5年度には『掛川市文化財保存活用地域計画（案）』に未指定文化財把握調査事業を位
置付けた。今後、計画をもとに重要文化的景観の調査を進める。

評価軸③-13

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

候補地の状況（東山地区）

（計画書P.234）

静岡県による文化的景観現地調査の様子
『静岡県の文化的景観総合調査報告書』
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-14
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

掛川道徳の学習推進事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　生涯学習や総合学習などにおいて、広く市民に掛川道徳に関する学習機会を提供し、学校教育との連携も図りな
がら、市民の郷土や報徳の教えに対する関心を深める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　本市ならではの題材や人材を活用し、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育を「かけがわ道徳」とし、小中学生を対象
に、歴史や文化等を通じて郷土を誇る心を育てている。市内全小中学校において、年間35時間の道徳のうち、10％程度を「かけ
がわ道徳」として扱い、郷土読本（副読本）を活用したり、大日本報徳社などの施設に出向いたりするなど、地域の偉人、歴史や
伝統等を学び、地域に興味と誇りを持つ機会とした。（小・中学生、園児訪問実績　Ｒ６：21校園・861人、Ｒ５：24校園・867人、Ｒ
４：30校園・696人、Ｒ３：27校園・642人、Ｒ２：10校園・595人、Ｒ1：24校園・1415人、Ｈ30：26校園・2,170人）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

副読本 かけがわ道徳構想図

年間計画（一部抜粋）
授業案（一例）

（計画書P.235）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

項目

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-15

市単独事業

　都市計画法に基づく「城下町風街づくり地区計画」と連携し、掛川城を背景とした街並みの形成を図るため、建築行為等にお
いて、基準に適合するものに対し、100万円（対象事業費の1/2）を上限に補助する。平成3年度から延べ95件（令和６年度実績
なし）。

進捗状況　※計画年次との対応

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　地区計画区域において、建築物の修景に要する費用の助成、中心市街地活性基本計画等との整合を図り、同地
区の城下町風街づくりを推進する。

平成３年度～令和８年度

城下町風街並みづくり事業

補助事例（清水銀行） 補助事例（民間店舗）

（計画書P.236）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-16
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

　「遠州横須賀街道沿道景観重点地区」において、建築行為が計画された際には、「横須賀景観整備機構（任意団体）」による
建築物の外観デザイン審査が行われ、協議が整ったもののみ、市に景観形成重点地区行為届出書が提出される仕組みが取ら
れている。横須賀景観整備機構と連携し、当該地区の街並みの維持が図られた。平成26年度から延べ22件（令和６年度実績４
件）

進捗状況　※計画年次との対応

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

横須賀景観整備機構運営支援事業

平成26年度～令和8年度

市単独事業

　景観形成重点地区において、建築等の行為の際に、外観のデザイン等について、地域住民等で構成される横須
賀景観整備機構の審査や助言を受けることにより、地域に合った景観を保全していく。現在は任意団体であるが、
景観法に基づく指定を目指し、地域住民が主体となった景観形成を図る。

認定式（平成26年） 発足式（平成28年）

啓発パンフレット・ステッカーの配布 ステッカー

（計画書P.237）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

  大手門周辺の道路美装化工事が予定通り完了、工事期間中には、職員を対象とした工事見学会を実施し、歴史的な街並みに調和
した整備手法についての理解を深めた。掛川城周辺の無電柱化事業は令和４年度に詳細設計を実施、関係事業者との協議、関連
事業との調整の結果、実施箇所見直しを行った。令和５年度は電線共同溝の工事に着手、令和６年度の整備工事分について一部繰
り越しを行い、令和７年度完了予定。
〈事業期間〉　道路美装化：令和2年度：実施設計、令和3年度：整備工事 Ｌ70ｍ、令和4年度：整備工事 Ｌ70ｍ
　　　　　　　　 無電柱化：令和3年度：予備設計、令和4年度：実施設計、令和5～6年度：整備工事
〈掛川城周辺無電柱化事業進捗率〉約90％

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-17
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

掛川城周辺電線地中化、道路美装化及び街路灯修景事業

平成29年度～令和8年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、市単独事業

　掛川城周辺において、歴史的な街並みに調和した空間の整備を図るため、電線地中化及び道路修景整備を実施
し、景観形成を行うとともに城内の賑わいを取り戻し観光振興を図る。

道路美装化前
道路美装化後

（大手門交差点）

（計画書P.238）

無電柱化予定位置図

掛川城

竹の丸

関係課による工事見学
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和３年度に道路舗装の美装化や無電柱化を含むまちづくりに関する意見交換を景観形成重点地区５自治区の住民と行い
課題の整理を行った。令和４年度には、整理した課題をもとに、今後のまちづくりの方向性について考えるワークショップを計３
回実施し、目指すべき将来像を「遠州横須賀街道まちづくりビジョン」としてまとめた。令和5年度はビジョン実現に向けた組織で
ある「まちづくり検討会議」を発足。令和６年度からは、ビジョン実現に向け具体的な事業の検討を進めている。

平成29年度～令和8年度

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-18
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　掛川市景観形成重点地区の横須賀街道において、歴史的な街並みに調和した空間の整備を図るため、無電柱
化、道路舗装の美装化及び道路構造物（道路側溝等）の改修を行い、景観形成と観光振興を図る。

横須賀街道電線地中化及び美装化事業

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

市単独事業

まちづくりビジョン 抜粋

（計画書P.239）

ワークショップの様子
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-19
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

平成29年度～令和8年度

粟ヶ岳周辺における景観形成推進事業

項目

市単独事業

　農業用施設の色彩等の配慮すべき事項、茶草場農法や魅せる農業の推進などを盛り込んだ景観計画を、東山地
域の住民と意識共有しながら策定する。また、ビュースポットからの眺望を阻害する電柱移転や防霜ファンの色彩調
和、粟ヶ岳登山道のガードレールの改善を推進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　茶草場テラスオープン以降ハイキングコースの利用者が増加傾向にあり、ビュースポットの活用や、地元住民が茶草を使った
干支を作り上げるなどの活動を通じて多くの市民や観光客の茶園景観への関心を高めることに寄与している。

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

まちづくりビジョン 抜粋

（計画書P.240）

乾燥した茶草でつくられた干支（かっぽしテラスから撮影）

粟ヶ岳山頂のかっぽしテラスと東山大茶園
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和6年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

郷土読本作成事業

継続事業

市単独事業

市内小中学生を対象に、掛川の歴史、伝統文化や郷土の偉人を学び、地域に興味と誇りを持つ学習を継続的に行
う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　「なるほどなっとく金次郎さん」「この人に学びたい－郷土の偉人ものがたり－」「新・わたしたちの掛川市（歴史編）」及び、令和
６年４月に更新した「わたしたちの掛川市」を活用し、本市の歴史等に興味と誇りをもち、学びを深める授業を小中学校で行っ
た。

評価軸③-20
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

なるほど なっとく 金次郎さん 新・わたしたちの掛川市「歴史編」この人に学びたい
－郷土の偉人ものがたり－

（計画書P.241）

わたしたちの掛川市（令和６年４月更新）

掛川市－24



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化財展の開催事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

市民が文化財を身近に感じ、郷土の歴史・文化・文化財についての理解を深めてもらうため、一般市民を対象とした
「出土文化財展」、「考古展」及び遺跡の現地説明会、小・中学生を対象とした「出前文化財講座」、「夏休み文化財
教室」を開催する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和６年度に開催した文化財展等の期間等及び参加人数
　出土文化財展（11日間、806人）、出前文化財講座（３校、126名）、
　大須賀歴史民俗資料館「学習活用の日」（４校、162名）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

出土文化財展(5日間)､考古展(5日間)と年間2回の展示会を開催していたが、令和元年度か
ら出土文化財展の期間を延長し、展示会の開催を年1回としている。

状況を示す写真や資料等

評価軸③-21

（計画書P.242）（計画書P.242）
出土文化財展 出前文化財講座

大須賀歴史民俗資料館「学習活用の日」
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　掛川城・高天神城を城跡を中心とした、観光ボランティア「猫の手の会」と「高天神城観光ボランティアの会」の観光客への利便
性と満足度の向上の一環として、ボランティア会員を対象とした講演会と見学会を実施した。
　〇令和６年８月24日(土)　高天神城講演会＆見学会
　〇令和６年８月31日(土)　掛川城講演会＆見学会（掛川古城）
　高天神城観光ボランティアの会では、30代と40代の新規会員が加入したことから、当課による人材育成だけの効果とは言い
切れないが、少なからず効果として評価できると思われる。さらなる人材確保として、若い方々に関心を持ってもらえるコンテン
ツが必要である。
　その他、他団体との協働事業として、掛川城・高天神城の講演会や見学会を実施。掛川城のナイトツアーとキャンプでは、これ
までの見学会とは異なる体験型のコンテンツとして実施した。
　〇令和６年６月30日(日)　掛川城・高天神城見学会　30名
　〇令和６年９月７日(土)・８日(日)　掛川城ナイトツアー（夜間、掛川城天守閣見学）　20名
　〇令和６年10月19日(土)　掛川城キャンプ（キャンプの前に掛川城・御殿説明）　20名
　未だ、実証実験的なイベントであるが、アンケートでも一定のニーズがあることがわかった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　新規会員の募集は随時行っているが、会員数は横ばいである。また、会員の高齢化に伴い案内でき
るガイドが固定化が課題となっているが、上記のように新規加入の効果はあると思われ、今後も定期
的に開催していく。
　自らが住む地域の歴史を知ることは郷土愛や誇りの醸成につながることから、市民ボランティア等を
養成する講座に加え、一般市民向けの講演会や見学会の開催も必要である。その一環として、他団
体との協働で、掛川城関連のナイトツアーやキャンプ等の新たなコンテンツを提供し、これまで比較的
関心が希薄であった人々へのアプローチを図っている。今後は、ニーズ分析をした上で、プチイベント
の付加等によるコンテンツの充実を図っていきたい。

状況を示す写真や資料等

評価軸③-22
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

市内の歴史・文化資産のガイド養成事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

歴史・文化資産の案内ガイドを養成し、観光客への案内が容易に出来る人材育成に取り組むとともに組織化の充実
化を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

高天神城講演会 掛川城講演会 掛川城ナイトツアー

掛川城キャンプ
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-23
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

掛川銀行復元・活用事業

平成31年度～令和8年度

市単独事業

明治13年に設立した当初の姿を復元するため、明治18年の２代目掛川銀行の解体直前の写真や建物概要の記録
などをもとに調査、検討を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

郷土史家等と連携し、松ヶ岡に関する史料の整理や研究を進め、掛川銀行復元に向けての調査研究を行っている。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

（計画書P.243）

解体直前の２代目掛川銀行の様子

市民有志による史料整理の様子
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

評価軸③-24

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成29年度～令和8年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）、市単独事業

　万人にわかりやすいグローバルデザインのものに統一した、歴史文化・観光資産の紹介や案内看板を設置する。

　令和３年度に策定した掛川駅北側から掛川城周辺の歴史・文化ゾーンにおける、「掛川城周辺地区公共サイン整備方針」に基
づき、令和3年度～令和5年度にかけて一部案内サインの整備を進めた（街なみ環境整備事業の事業期間は令和6年度まで）。
今後も引き続きサインと景観との調和及び安全性を維持するため、公共サインの定期点検を行うとともに老朽化等必要が出て
きた際には方針に基づいた整備を図っていく。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

サイン・案内板設置事業

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

サイン基本方針
（抜粋：運用）

（計画書P.244）

整備したサインの一部
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

　公共交通機関と連動したレンタサイクルについて、案内チラシなどによる周知、モデルコースの提案などにより、利
用者の拡大を図る。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成31年３月策定の「掛川市観光振興計画」において、掛川駅から掛川城等の主要観光施設の周遊を促すための、レンタサ
イクルの継続実施と利用促進が位置づけられており、計画的にレンタサイクルの利用者の拡大が図られた。掛川駅北駐輪場及
び大手門駐車場において無料で運用されている。観光客数の回復基調に伴い、貸出数は令和５年度の７４３台に対し、令和６
年度は８２６台（2月末時点）となっている。

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-25

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

レンタサイクルの推進事業

平成29年度～令和8年度

平成31年３月策定「掛川市観光振興計画（抜粋）」

大手門のレンタサイクル

（計画書P.244）

0
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400

600

800

1000

レンタサイクル貸出数の推

移（単位：台）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-26
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

掛川公園と周辺整備事業

平成29年度～令和8年度

市単独事業

　掛川の歴史・文化ゾーンの中心である掛川公園及び三の丸広場におけるベンチ等休憩スペースの確保などの公
園整備、周辺道路の歩道拡幅、街灯や公共サインの修景など、周辺環境を整備し賑わいを創出する。

状況を示す写真や資料等

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和２年度に、まちなかウォーカブル推進事業の中で、有効な活用方法の検討を行い、令和３年度は、まちなかウォーカブル
推進事業の中で、社会実験「かけがわストリートテラス」を三の丸広場及び連雀西交差点の歩道で令和３年11月～令和４年３月
まで実施した。令和４年度は、掛川公園周辺やまちなかをゆっくりと周遊・散策できるよう大手門駐車場を２時間無料にする社会
実験を実施し、賑わい創出に繋がるか検証した。令和６年度は、社会実験「かけがわストリートテラス」を連雀西交差点の歩道で
継続するとともに、まちなかウォーカブル推進事業のため地元説明会や関連事業者等との協議を行った。

進捗状況　※計画年次との対応

（計画書P.245）

大手門２時間無料社会実験 広報チラシ 社会実験 かけがわストリートテラス

広報チラシ

社会実験 かけがわストリートテラス
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等
　（計画書P.246）評価軸③－24参照：サイン・案内板設置事業

市単独事業

　掛川城周辺地区等には、多くの文化財及び文化施設が集中している。これらの施設を連結的に周遊できるウォー
キングルートや案内・説明板を整備していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　令和３年度に策定した掛川駅北側から掛川城周辺の歴史・文化ゾーンにおける、「掛川城周辺地区公共サイン整備方針」に基
づき、令和3年度～令和5年度にかけて一部案内サインの整備を進めた（街なみ環境整備事業の事業期間は令和6年度まで）。
今後も引き続きサインと景観との調和及び安全性を維持するため、公共サインの定期点検を行うとともに老朽化等必要が出て
きた際には方針に基づいた整備を図っていく。

評価軸③-27
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

「士の掛川城、農の報徳社、町人の松ヶ岡」周遊道路整備事業

平成31年度～令和8年度

サイン基本方針
（抜粋：運用）

整備されたサインの一部

整備されたサインの一部
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

文化財調査、保存管理（活用）

　市内には105件の有形・無形の指定文化財、4件の国の登録有形文化財、1件の国記録選択無形民俗文化財があ
る。有形文化財については現状を把握し、適切な保存・活用を実施する。3件の国指定史跡については各保存管理
計画に沿って、適切な保存整備を行い、県、市指定の史跡は現状を確認し、適切な対策を講じる。無形民俗文化財
については後継者の指導育成等について支援を行うとともに、保存伝承の手助けとするため記録作成等の調査を
実施していく。また、未指定の文化財については悉皆調査を実施し、必要に応じて指定等の措置を講ずる。市内の
埋蔵文化財包蔵地については、文化財保護法に基づき適切な保存措置を講じていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　国史跡の内、高天神城跡について、ＡＲＶＲアプリの設置・活用を行った。横須賀城跡については公有化は一旦終了し、保存活用計
画の策定、整備に向けた資料収集を目的とした確認調査を三の丸跡において実施した。和田岡古墳群の内、吉岡大塚古墳について
は、令和５年１１月に竣工し、同１２月から一般公開されている。
　市内の保存会、文化財所有者が行う事業に計8件の補助金を交付し、支援を行った。
　国記録選択無形民俗文化財「三熊野神社大祭の祢里行事」は、令和2年度から調査委員会を組織し、民俗文化財調査を実施し、調
査報告書を刊行した。(評価軸③-8参照)
　住宅建築等の開発に伴う遺跡確認調査を23件実施した。
　文化財保存活用地域計画を策定し、令和６年７月に国の認定を受けた。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

（計画書P.208~P.215）

掛川市文化財保存活用地域計画（概要版）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理、周辺環境整備

　文化財の修理については、日頃の維持管理を含めた予防対策と被害を受けた場合の適切な修理、復旧が求めら
れる。その価値を維持するため、過去の記録などを活用し、新たな調査研究に基づき実施する。所有者の財政的負
担の軽減のためにも積極的に各補助制度を活用する。文化財を保存･活用しながら展示できる個別施設や、総合的
な情報発信の拠点整備が必要である。また、文化財単体にのみ措置を講ずるのではなく、周辺環境と一体的な措
置を講じることが必要である。文化財は災害などにより毀損、滅失する恐れがあることから、個別に防災対策を検討
し被災リスクを軽減していくと共に、文化財に対する防災知識の普及、防犯に対する意識の向上なども図っていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　市指定建造物松ヶ岡(旧山﨑家住宅)の修復工事を進め、令和５年度に完了した主屋修復工事の報告書を刊行した。令和６年
度からは長屋門等の修復工事を進めた。
　(評価軸③-3参照)
　
　県指定天然記念物「伊達方の大ヒイラギ」では衰弱している大ヒイラギに対し樹勢回復事業を行い一部を補助した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　

状況を示す写真や資料等

伊達方の大ヒイラギ樹勢回復事業

長屋門屋根葺き替えの様子（松ヶ岡）
松ヶ岡（旧山﨑家住宅）主屋・新風呂便所棟

保存修理工事報告書
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の普及・啓発、防災訓練、団体との連携

文化財の保存･活用、普及･啓発のため、統一的な案内板の設置、パンフレットの作成、配布を行うとともに観光ボラ
ンティアガイド活動の育成やイベントなどを開催する。また、文化財の展示会や講座などを開催し、市民にとって文化
財が身近で必要なものになるよう郷土の歴史･文化・文化財についての理解を深めてもらう。文化財の保存、管理及
び活用について行政機関だけで取り組むことは難しく、地域において文化財の保存、管理及び活用に取り組んでい
る団体と連携することが必要である。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　一般市民を対象とした「出土文化財展」、小中学生を対象とした「出前文化財講座」を実施した。（評価軸③-21参照）　また、要
望のあった学校に対して、市内の３つの城をめぐる「掛川三城ツアー」を実施した。
　史跡横須賀城において、清掃作業と史跡見学ツアーを組み合わせた、「史跡磨き上げプロジェクト」を開催した。
　文化財防火デーに合わせ、県指定建造物「龍華院大猷院霊屋」、重要文化財「大日本報徳社大講堂」、「掛川城御殿」におい
ては、通報・放水を含めた防災訓練等が行われた。
　市指定建造物である「松ヶ岡」では、月一回の一般公開に合わせて、地域住民を中心に組織された「松ヶ岡を愛する会」が清
掃等を実施している。
　　市指定史跡「平塚古墳」の保存会が行う、維持、保全事業に対して補助金を交付した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸④-3

松ヶ岡での清掃活動

龍華院大猷院霊屋 通報訓練大日本報徳社大講堂 放水訓練

史跡磨き上げプロジェクト（横須賀城跡）

写真 上段：清掃作業（草刈り）

下段：史跡見学ツアー

掛川城御殿 放水訓練
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和６年度

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

　歴史的風致に関連する施設や行事の特集や、今後に繋がる取組が報道されたことにより、市民等への本市の歴史まちづくり
の周知が図られたとともに、関心を高めることができた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

掛川城天守の復元３０周年を記念　市民３００人がパレード 令和6年10月29日

「マイクラ」で横須賀城　掛川市が再現、３月末公開

令和6年11月22日

令和7年3月31日 中日新聞

令和7年3月20日 静岡新聞

茶草で作った巨大ヘビ、掛川・粟ケ岳山頂に出現　山麓にも稲わらのヘビ 令和6年12月21日 静岡新聞

さながら戦国つるべ打ち　掛川・高天神社例大祭

自慢の凧　大空に　掛川で遠州横須賀凧揚げまつり　静岡県内外の愛好家団体集
結

令和7年2月6日 静岡新聞

心身清める茅の輪くぐり　３１日まで設置　掛川・三熊野神社 令和6年12月20日 静岡新聞

横須賀城跡の活用　掛川市が計画提示 令和7年2月7日 静岡新聞

「茶」文字くっきり　掛川・粟ケ岳　農家ら草の手入れ 令和6年12月7日

藤井七冠のおやつで脚光「よこすかしろ」幻の味に？　掛川・横須賀伝統の地砂糖、
工場休眠で製造継続見通せず

令和7年1月16日 静岡新聞

令和6年10月26日 静岡新聞

評価軸⑤-1

令和6年4月7日 静岡新聞

効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

新聞・web記事等

掛川・高天神社で神事や火縄銃実演　富士の研究会が披露 令和6年4月1日 静岡新聞

歴史・四季の移ろい、掛川城に投影　高校生が映像制作　木造天守復元３０
周年で

令和6年7月10日 静岡新聞掛川城３０周年事業　かけがわ茶エンナーレ　合同会議で意見交換

中日新聞

静岡新聞

令和6年4月1日 静岡新聞

三社祭礼囃子　児童ら奉納　掛川・三熊野神社大祭

静岡新聞

天守復元３０周年　掛川城で大茶会

掛川大祭「獅子舞かんからまち」「奴道中」　迫力と華やかさに観衆沸く　コロ
ナ禍経て６年ぶり余興

令和6年10月13日 静岡新聞

令和6年7月20日

忍者や武将がすす払い　掛川城　おもてなし隊迎春準備 令和6年12月17日 静岡新聞

令和6年10月14日 静岡新聞

遠州横須賀街道　古い町並みアートで彩り　作家集い文化展　掛川で２７日
まで

横須賀高郷土芸能部「三社祭礼囃子」を披露　常葉大で「お祭り展覧会」 令和6年11月3日 静岡新聞

令和6年9月15日

令和6年10月12日
お待たせ！！　掛川大祭開幕　１４日まで　三大余興など華やか　前回縮

小、実質６年ぶり

掛川三城の出土品、地域変遷紹介　二の丸美術館で特別展

長屋門土壁　住民の手で修復　掛川市指定文化財「松ケ岡」 令和6年5月28日 静岡新聞

掛川城で大茶会　多彩なテーマでにぎわう 令和6年11月10日 静岡新聞

令和6年10月9日

掛川城復元３０周年とかけがわ茶エンナーレをアピール　書道家村松歩実さ
んがパフォーマンス

令和6年10月19日 中日新聞

子どもが主役「ちいねり」　威勢良く山車引き回し　掛川・横須賀 令和6年9月22日

文化財保存活用巡り国審議会　掛川市の計画　認定 静岡新聞

静岡新聞

中日新聞

掛川大祭「大獅子」大乱舞！　頭の重さ２００キロ、胴体２５メートル　町内を
縦横無尽に

静岡新聞

中日新聞

掛川城天守　復元３０周年祝う 令和6年10月20日 静岡新聞

「そらやれ」威勢良く　掛川・事任八幡宮例大祭
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和６年度

計画に記載
している内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目

観光の振興

　関連計画「掛川市都市計画マスタープラン」において、「観光資源や歴史・文化的資源を活かしたまちづくり」が将
来都市像に位置付けられている。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

　観光ニーズが多様化するなか、本市の特性や資源を活かした個性光る観光に取り組み、交流人口を拡大し観光振興さらには
地域活性化に繋げるため、平成31年３月に掛川市観光振興計画を策定した。
　観光交流客は、景気低迷や地震、冷夏長雨の影響により、平成20年度（3,896千人）から平成22年度（2,929千人）にかけ大きく
減少した。その後は概ね増加傾向にあったが、令和２年度は新型コロナウイルスの流行が影響し（2,768千人）にとどまった。令
和３年度は回復基調により若干の増加（2,955千人）に転じ、令和４年度コロナ禍前と同等数(3,834千人)となった。令和５年度も
日帰り観光客数は引き続き増加傾向にあった（4,756千人）。
　掛川城入館者は、平成20年度以降、毎年10万人程度で推移していたものの、平成25年度から増加に転じた。令和２年度は新
型コロナウイルスの影響により大きく減少（55千人）し、令和５年度はコロナ禍が明けた影響と大河の影響があり大きく回復し
た。

状況を示す写真や資料等
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令和６年度
・法定協議会等におけるコメント

会議等の
開催日時

令７年度４月２３日（水）　午後１時３０分～３時３０分

（今後の対応方針）
・歴史的風致の保存、利活用とともに、交流人口の増加や回遊を生み出すような施策ができるよ
う、全市的なサイン整備を含めて検討していく。

（コメントの概要）
【①組織体制】
・特になし

【②重点区域における良好な景観を形成する施策】
・特になし

【③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項】
・公共サインについては、サイン整備方針に基づいて整備が進んだということで非常によいと思う。
今後は市全域にも広げていく頃ができるよう引き続き検討してほしい。
・粟ヶ岳や緑の精神回廊などの公共サインについて、古くなってしまい褪せてしまっているものも多
いため、見直してほしい。

【④文化財の保存又は活用に関する事項】
・特になし

【⑤効果・影響等に関する報道】
・特になし

【⑥その他（効果等）】
・特になし

【全般に関すること】
・歴史的風致の保存と賑わいという、昼間の顔と夜の顔ともいえるものをどちらも大事にしていって
ほしい。
・高齢化が進む中、東山の茶園景観の維持なども難しくなってきていることが地域課題となってい
る。

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度
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